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マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 資源循環工学研究領域 水資源工学担当 

河川水基底流の安定同位対比を用いた 

湿原湧水の影響圏調査法 

河川水基底流の水素・酸素の安定同位体比が標高により異なる特性を利用することにより，地下
水の涵養域を推定する手法を開発しました。 

図2：釧路湿原における酸素安定同位対比分布 

 湿原水文環境の保全のためには地下水を涵養している地
域、つまり地下水の影響圏を把握する必要があります。 

 これまでは、地形による流域で影響圏を設定していました
が、地下水は地表水の流域を越えて流動する場合があり、
より的確に地下水の涵養域を推定する手法が求められて
います。 

研究のポイント 

本調査法には，以下の特徴があります。 

河川及び支流河川の基底流の酸素及び水素の安定同位
体比は低標高から高標高地域に向かうにつれ小さくなる。 

採水地点の安定同位体比は河川上流側からの積分値と
なるため，採水地点の標高ではなく採水地点より上流側の
集水域の平均標高を採用し，流域における適正な高度効果
を算定する。 

この方法を湿原の湧水調査に適用することにより，見かけ
の流域を越えた広域的な流れを考慮した，湿原湧水の保全
すべき地域を特定することが可能となる。 

図1：酸素安定同位対比と標高の関係 

釧路湿原流域においては，河川水の涵養域の標高は100m

前後であるのに対し，湧水の涵養域は200～250mと推定さ
れ，地形からみた見かけの流域を越えた広域流動系の地下
水の涵養域の存在が明らかになりました。 

図3：河川流域及び湧水の推定涵養域 

研究の背景 

調査法の概要 

調査事例 

図4：推定涵養域と広域流動系（AA’断面） 
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